
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２１年（令和３年）１１月発行  第３号 

★令和２年度一般会計・特別会計等決算を認定 

公明党立川第５支部 広報紙 

令和 3 年第 3 回定例会が 9 月 2 日から 9 月 30 日までの会期で開

催されました。今定例会では、令和 2年度立川市一般会計歳入歳出

決算及び 5つの特別会計決算、水道事業会計決算を審議する決算特

別委員会を設置、集中審議を行いました。令和 2年度一般会計歳入

決算額は約 1055億円、歳出決算額は約 989億円となり、立川市に 

あって歳入決算額で初めて 1 千億円を超えるものとなりまし

た。また、特別会計・水道事業会計を合わせた歳入決算額は

約 1587億円、歳出決算額は約 1513億円となっています。 

令和 2年度は、新型コロナウィルス感染症の感染拡大に伴

い、国における緊急事態宣言等の発出や東京都の要請、立川

市独自の施策展開等により、立川市市民生活支援給付金、医

療・介護・福祉サービス事業者、中小事業者・商店街等への

支援、子育て世帯に対する支援、学校における GIGAスクール

構想の前倒し対応、電子図書館サービスの導入などを実施し

例年に比べ決算規模が大きくなりました。 

 



 

★医療的ケア児支援として、在宅レスパイト事業の導入をすべき 

＜答弁＞ 利用者のニーズを踏まえ、医療的ケア児支援関係者会議で協議を重ね、検討

していく。（福祉保健部長） 

〇市民課窓口等でセルフレジ及びキャッシュレス決済の導入について 

証明書交付における手数料の収納について、セルフレジ及びキャッシュレス決済が導入

されます。導入場所は本庁市民課及び窓口サービスセンターで、対象となる証明書は、

住民票の写し、戸籍証明書、印鑑登録証明書、課税非課税証明書等です。セルフレジは

令和 4 年 1 月から、キャッシュレス決済は令和 4 年 4 月末からの予定です。 

★障がいの有無に関わらず、共に学び育つインクルーシブ教育を推進すべき 

＜答弁＞ 立川市障がいのある人もない人も共に暮らしやすいまちをつくる条例の理

念を踏まえ、児童生徒の個別の教育的ニーズへの対応に取組む（教育部長） 

〇立川市居住支援協議会の設立について 

住宅確保要配慮者（低額所得者、被災者、高齢者、障がい者、子どもを育成する家庭そ

の他住宅の確保に特に配慮を要する者）の民間賃貸住宅等への円滑な入居の促進を図る

ため、市や関係業者、居住支援団体等が連携し、住宅情報の提供等の支援を実施します。

居住相談窓口として、「みんなの住まいサポートたちかわ」（相談無料・予約制）が開設

されています。（042-520-8006 平日 午前 9 時から午後 5 時） 

〇新型コロナウィルス感染症に関連する中小事業者支援について 

市内中小事業者の事業継続と経営の下支えを目的として、『立川市中小事業者事業継続

支援事業』が 11 月 1 日より開始されました。感染症の影響を受けて着手した事業継続

のための取組（ガイドラインに基づく感染対策や、売上確保の取組等）に要した経費と

同額(3～20 万円）を支給するものです。詳細は市ホームページをご覧頂くか、市の担当

係（042-523-2111 内線 2635・2636 平日 午前 9 時から午後 5 時）にお問い合わせくだ

さい。 

〇砂川学習館・地域コミュニティ機能複合施設の整備について 

砂川学習館は、前期施設整備計

画で対象となっている施設で

す。明年 4 月末までに基本計

画・基本設計、令和 4 年度に実

施設計、令和 5・6 年度に解体・

新築工事を行い、令和 7 年度よ

り供用開始するスケジュール

が示されました。 



 

11月 4日、公明党立川市議団は、清水庄平立川

市長に令和 4 年度の市の予算編成に対する要望

書を提出しました。全部で 57項目に渡ります。

また、新型コロナウィルス感染症関する特別要

望を併せて提出し、速やかな実施を求めました。 

 

3 回目のワクチン接種を円滑に進めること 

 経済再生に向けた事業者支援、消費喚起策を 

講じること など 

立川市錦町にある下水処理場（昭和 42 年から）において、下水処理の大部分を単独処理区

として運用していましたが、施設の老朽化等のため、令和 5年度を目途に東京都多摩川流域

下水道北多摩二号処理区に編入する事業が進められています。し尿処理事業については、下

水処理場内に投入口を設置し処理を行っていますが、し尿処理も出来なくなります。この為

立川市は、令和 5年度以降、隣接する武蔵村山市内にある湖南衛生組合に加入し、し尿の広

域処理化を行う予定です。大災害時における”し尿処理と災害廃棄物処理計画” 

について、高口やすひこは 6月定例会で一般質問を行っていますが、この課題 

解決の糸口になるよう、尽力してまいります。 

過日、新型コロナウイルス感染症に関する緊急要望を清水庄平立川市長へ提出し、学校等

における感染防止対策の徹底と施設における対策強化を求めました。この度、立川市立全

小中学校の教室等にＣＯ2 モニターの導入が決定しました。また、デジタル社会への対応

等のため、高口やすひこが平成 20年度の一般質問で、公共施設への無線 LAN インターネッ

ト接続環境の整備を訴えて以来、徐々に設置個所が増えてきましたが、この度、市内地域

学習館へ Wi-Fi環境の整備が決定しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高口やすひこ」まで何でもお気軽にご相談下さい！ 

◆議会運営委員会委員長 公明党立川市議団幹事長 

公明党立川総支部 発行 
 

 

《公明党無料法律相談》 

・毎週水曜日（第５週を除く）14 時から 

・立川市錦町 1-4-4 立川ｻﾆｰﾊｲﾂ 301 

＊予約制です。 

facebook twitter LINE Ameba 

10 月 31 日に投開票された第 49 回

衆議院総選挙（総定数 465）で、公

明党は公認候補を擁立した 9 小選

挙区で全員当選を果たすことがで

きました。比例区では全国 11 ブロ

ックで 23 人が当選し、公示前から

3 議席増となる計 32 議席を獲得す

る大勝利を収めることができまし

た。また、自民等・公明党の両党で

絶対安定多数を大きく上回る 293

議席を得ることができました。この

結果は、自公連立による 4年間の安

定した政権運営が国民の皆さまか

ら支持されたものと確認いたしま

す。 

掲げた公約の実現に総力を挙げ、

誰もが希望を持ち、安心して暮らせ

る日本を築いていくことで、公明党

に寄せられた皆さまのご期待にお

応えしてまいります。 

公明党に対し、国民の皆さまのよ

り一層のご支援を賜りますよう、心

からお願い申し上げます。 

2021年 11月 1日 

公明党 

※党声明より要約して抜粋 

公明党東京都本部青年局より、

次(ツギ)の時代をつくる公明党

(コメ)の若者政策「#ツギコメ」

をツイッターで、発信 

しています。 


